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改
憲
を
め
ぐ
る
情
勢

　

安
倍
・
菅
政
権
を
引
き
継
い

だ
岸
田
文
雄
政
権
は
、
先
の
総

選
挙
の
結
果
、
自
民
党
、
公
明

党
が
安
定
多
数
を
確
保
し
た
の

に
加
え
、
維
新
の
会
な
ど
改
憲

勢
力
が
改
憲
発
議
に
必
要
な
３

分
の
２
の
議
席
を
得
ま
し
た
。

　

岸
田
首
相
は
、

昨
年
の
総
裁
選
挙

の
と
き
か
ら
「
任

期
中
の
改
憲
」
を

繰
り
返
し
公
言
し

ま
し
た
。
総
選
挙

で
の
自
民
党
の
公

約
も
「
早
期
の
憲

法
改
正
」
を
掲
げ

ま
し
た
。
選
挙
の

結
果
、
自
民
党
の

「
憲
法
改
正
推
進

本
部
」
を
「
憲
法

改
正
実
現
本
部
」

に
改
称
し
ま
し

た
。
現
在
衆
議
院

　

こ
の
新
聞
が
み
な

さ
ん
の
手
許
に
届
く

と
き
に
は
、
事
態
が

ど
う
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
「
ロ
シ

ア
は
戦
争
や
め
ろ
」

「
た
だ
ち
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
撤
退
せ
よ
」
の
世
界

世
論
の
広
が
り
の
な
か
で
戦

火
が
お
さ
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
び
と
に
平
和
な
生
活
・

笑
顔
が
戻
っ
て
い
る
こ
と
を

念
じ
る
ば
か
り
で
す
▼
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
が
２
月

24
日
、
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
に
踏
み
切
り
、
民
家
、

病
院
、
学
校
な
ど
街
を
破
壊

し
原
発
さ
え
も
攻
撃
し
て
い

ま
す
。
こ
の
な
か
で
多
く
の

人
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
▼

今
回
の
ロ
シ
ア
の
行
動
が
「
主

権
の
尊
重
」
「
領
土
の
保
全
」

「
武
力
行
使
の
禁
止
」
な
ど
を

義
務
づ
け
た
国
連
憲
章
に
違

反
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
▼
二
つ
の
世
界
大
戦
の

惨
禍
を
経
て
、
も
う
人
類
は

戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
。

こ
の
こ
と
を
刻
ん
だ
の
が
国

連
憲
章
で
す
。
い
ま
、
こ
の

国
連
憲
章
に
も
と
づ
く
平
和

秩
序
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す

▼
世
界
中
で
「
ロ
シ
ア
は
侵
略

を
や
め
ろ
」
「
国
連
憲
章
を
守

れ
」
の
声
を
広
げ
、
そ
の
声

で
プ
ー
チ
ン
政
権
を
包
囲
し
、

ロ
シ
ア
国
民
の
な
か
に
も
ひ

ろ
が
り
つ
つ
あ
る
声
と
も
連

帯
し
侵
略
を
と
め
て
い
く
こ

と
が
▼
こ
の
事
態
を
平
和
に

む
け
て
切
り
開
く
た
め
に
、

「
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
武

力
に
よ
る
威
嚇
、
武
力
の
行

使
は
国
際
紛
争
を
解
決
す
る

手
段
と
し
て
は
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
」
と
日
本
国
憲

法
９
条
で
は
高
ら
か
に
宣
言

し
て
い
ま
す
▼
い
ま
こ
そ
、

９
条
の
精
神
を
く
り
か
え
し

世
界
に
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

（
Ｈ
）

　２月２４日、ロシアのプーチン
大統領が、ウクライナへの侵略
を開始しました。侵略はウクラ
イナ全土に及び、首都キエフに
も攻撃が行われ、民間人を含む
多くの人が犠牲になっています。
　今回のロシアの侵略行動が、
「主権の尊重」、「領土の保全」、
「武力行使の禁止」などを義務
づけた国連憲章に違反することは明々白々あり、船
橋二和病院健康友の会は、断固として糾弾するもの
です。そして、プーチン大統領に軍事行動をただち
に中止することを強く求めるものです。
　とりわけ、許しがたいのはプーチン大統領が、ロ
シアが核保有大国であることを誇示して、“攻撃され
れば核兵器で応える”と公言していることです。こ
こで行われている攻撃というにのは、通常兵器の攻
撃です。それに核兵器で応えるというのは、核の先
制使用をやるということです。核による恫喝は絶対
に許さない、という声をプーチン大統領に突き付け
ようではありませんか。
　船橋二和病院健康友の会は、一日も早くウクライ
ナからロシアの軍隊が撤退を行い、理性と道理に基
づいた人類の英知で「対話による解決」をめざすよ
うプーチン大統領に強く、強く求めるものです。

ロシアはウクライナの侵略を
ただちに中止を！！

で
は
、
憲
法
審
査
会
を
毎
週
１

回
開
催
し
て
、
自
民
党
の
改
憲

案
の
審
議
が
始
ま
り
、
「
戦
争

す
る
国
」
づ
く
り
を
急
い
で
い

ま
す
。

自
民
党
改
憲
の

ね
ら
い
と
改
憲
案

　

自
民
党
の
改
憲
の
最
大
の
ね

ら
い
は
、
９
条
１
項
と
２
項
に

自
衛
隊
を
書
き
込
む
こ
と
で
、

戦
争
の
放
棄
や
戦
力
の
不
保

持
、
交
戦
権
の
否
認
を
規
定
す

る
１
項
と
２
項
の
効
力
が
失
な

わ
れ
、
自
衛
隊
が
軍
隊
と
し
て

世
界
中
の
ど
こ
で
で
も
戦
争
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」
と

「
緊
急
事
態
条
項
」
は   

全
く
別
も
の

　

自
民
党
の
改
憲
案
で
は
「
緊

急
事
態
条
項
」
を
創
設
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
間
発
令
さ
れ
て
い
る

「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
あ
く
ま

で
も
「
憲
法
の
制
約
の
下
」
の

法
律
で
定
め
る
範
囲
の
措
置
で

す
。

　

「
緊
急
事
態
条
項
」
は
、
戦

争
や
災
害
と
い
っ
た
非
常
事
態

に
憲
法
の
な
い
状
態
を
一
時
的

に
つ
く
り
出
し
、
内
閣
に
権
限

を
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に

さ
せ
る
こ
と

で
す
。

　

「
緊
急
事

態
条
項
」
に

よ
っ
て
国
会

の
民
主
的
な

運
営
が
中
止

さ
せ
ら
れ
、

裁
判
所
に
よ

る
司
法
も
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
日
本
の
全
権
限
が
内
閣
に

集
中
す
る
こ
と
で
、
国
家
権
力

が
濫
用
さ
れ
私
た
ち
の
自
由
や

権
利
が
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
全
国
署
名
」
に
ご
協

力
を
!!

　

船
橋
二
和
病
院
健
康
友
の
会

で
は
、
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
の
呼
び
か
け

に
応
え
、
「
憲
法
改
悪
を
許
さ

な
い
全
国
署
名
」
に
５
０
０
０

筆
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
月
の
ふ
れ
あ
い
新
聞

に
「
全
国
署
名
」
と
返
信
用
封

筒
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
署
名
に
ご
賛
同
い
た
だ
け

る
方
は
署
名
用
紙
を
返
送
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
友
の
会
は
、
「
平
和
・

民
主
・
革
新
を
め
ざ
す
船
橋
の

会
」
の
改
憲
阻
止
１
０
０
０
万

署
名
成
功
の
た
め
キ
ッ
ク
オ
フ

集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
10
団
体
・
32
人
の
方
々
と

力
を
合
わ
せ
６
３
０
０
０
筆
集

め
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。

　

７
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選

挙
で
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

で
、
改
憲
勢
力
を
少
数
に
す
る

た
め
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

憲法９条の改憲を許さず、
平和で安心してくらせる地域づくりを !！

憲法９条の改憲を許さず、
平和で安心してくらせる地域づくりを !！

船橋二和病院健康友の会
会長　広瀬 隆信

場
所…

二
和
公
民
館 

講
堂

日
時…

５
月
21
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

第
42
回
総
会
の
お
知
ら
せ

み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

　今
月
号
に
、「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

全
国
署
名
」
と
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」
を
返

信
用
封
筒
と
合
わ
せ
て
お
送
り
し
ま
し

た
。
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
友
の
会
事

務
所
へ
返
送
か
、
地
域
の
役
員
に
お
渡
し

い
た
だ
く
と
幸
い
で
す
。

戦
争
を
す
る
国
に
変
え
る
の
で
す
か
？
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ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
山
口 

み
な
み
さ

ん
の
長
女　
葵
衣(

あ
お
い)

ち
ゃ
ん

（
1
歳
7
ヶ
月
）

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
車
で

ぐ
っ
す
り
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。
兄
に
負
け
じ

と
意
思
が
強
く
、
た
く
ま
し
い
女
の
子
で
す
。

　

前
年
の
４
月
に
ご
入
会
い
た
だ
い

た
方
は
、
会
費
納
入
の
時
期
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
前
に
ご
入
会
の
方
で
、

会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
な

い
方
も
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・
ふ
た
わ
診
療
所
友
の
会
コ
ー
ナ
ー

（
月
～
金
／
10
時
～
12
時
）

・
友
の
会
事
務
所

（
月
～
金
／
10
時
～
16
時
）

で
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
友
の
会
事
務
所

ま
で
。
納
入
の
際
は
会
員
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
近
く
の
友
の
会
役
員
が
、

お
訪
ね
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

友
の
会
事
務
所

☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

年
会
費
納
入
の
お
願
い

　

２
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
２

月
27
日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
久

し
ぶ
り
の
春
ら
し
い
陽
気
に
誘

わ
れ
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

例
年
で
す
と
成
田
山
公
園
の

大
き
な
梅
林
の
中
で
、
梅
の
香

に
包
ま
れ
な
が
ら
「
津
軽
民
謡
」

の
催
し
を
楽
し
み
英
気
を
養
う

と
こ
ろ
が
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
・

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
感
染
爆
発

に
よ
り
、
船
橋
市
で
も
連
日
の

よ
う
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ
っ

て
い
る
状
況
か
ら
、
昨
年
に
続

き
今
年
も
丸
山
か
ら
徒
歩
で
半

日
コ
ー
ス
と
な
り
、
馬
込
霊
園

の
「
梅
園
」
を
起
点
に
、
移
転

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
船
橋

医
療
セ
ン
タ
ー
」
周
辺
か
ら

「
船
橋
運
動
公
園
」
を
経
由
し

春
を
探
し
な
が
ら
散
策
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

馬
込
霊
園
の
「
梅
園
」
は
ま

だ
整
備
さ
れ
た
ば
か
り
の
若
木

が
多
く
、
紅
梅
白
梅
合
わ
せ
て

50
本
弱
、
い
ま
ま
で
寒
さ
が
続

い
た
影
響
で
花
は
二
・
三
分
咲

き
で
し
た
。
コ
ー
ス
途
中
の
民

家
で
日
当
た
り
の
よ
い
梅
は
見

ご
ろ
を
迎
え
て
お
り
、
み
ん
な

で
歓
声
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

今
年
は
寒
い
日
が
続
い
た
せ

い
か
、
春
の
気
配
を
探
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

小
川　

正
光

な
る
べ
く
整
形
外
科
的
な
雑
談
⑳

　

２
月
22
日
（
火
）
に
ア
ン
デ

ル
セ
ン
公
園
に
５
人
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。
梅
や
ス
イ
セ
ン
が

き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

春
の
曲
の
歌
集
を
用
意
し
、

「
花
」
「
早
春
賦
」
「
北
国
の
春
」

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
減
っ
て
来

て
い
る
と
言
い
つ
つ
も
、
重
症

者
や
死
者
も
多
く
油
断
も
許
さ

れ
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
大
穴
・
三
咲

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
を

88
歳
の
島
崎
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
伴
奏
で
歌
い
ま
し
た
。
こ
の

様
子
を
後
藤
さ
ん
が
撮
り
、
北

海
道
に
い
る
島
崎
さ
ん
の
娘
さ

ん
に
ラ
イ
ン
で
動
画
を
送
り
喜

ば
れ
ま
し
た
。
園
内
の
屋
台
で

ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
を
買
い
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。
ご
近
所

の
方
が
「
誘
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
と
感
想
を
述
べ
入
会

し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
は
「
お

花
見
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

濱
島　

か
お
る

地
区
は
元
気
一
杯
。
２
月
21
日

（
月
）
民
商
会
館
で
充
分
感
染

対
策
を
し
な
が
ら
７
名
の
方
の

参
加
を
頂
き
、
お
ひ
な
様
の
作

成
に
入
り
ま
し
た
。

　

幾
つ
に
な
っ
て
も
乙
女
心
は

健
在
。
マ
ス
ク
の
中
の
顔
が
ほ

こ
ろ
び
ま
す
。
出
来
栄
え
を
皆

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
ピ
エ
ロ
人
形
に

続
き
、
今
回
お
ひ
な
様
と
出
来

る
だ
け
継
続
的
に
手
作
り
会
を

開
催
し
て
行
こ
う
と
話
し
合
い

ま
し
た
。　

　
　

藤
島　

利
代

撮影の時だけマスクを外しました

　

唐
突
で
す
が
〝
フ
レ
イ
ル
〟

と
い
う
言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

長
寿
国
日
本
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

が
、
男
性
約
９
年
、
女
性
約
12

年
と
さ
れ
、
人
生
の
最
後
に
、

こ
れ
だ
け
の
期
間
、
健
康
な
日

常
生
活
が
送
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
健
康
寿

命
延
伸
の
た
め
に
役
立
つ
概
念

が
〝

フ
レ
イ
ル

〟
で
、
も
ろ

さ
、
弱
さ
を
意
味
す
る
英
語

〝frailty

〟
の
日
本
語
訳
で

す
。
「
加
齢
に
伴
う
様
々
な
機

能
変
化
や
生
理
的
な
予
備
能
力

の
低
下
に
よ
っ
て
健
康
障
害
を

招
き
や
す
い
状
態
」を
意
味
し
、

適
切
に
介
入
す
る
こ
と
で
生
活

機
能
の
維
持
、
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す（
図
１
）。

　

介
護
予
防
の
見
地
か
ら
、
２

０
１
４
年
に
日
本
老
年
医
学
会

が
声
明
を
発
表
し
、 

〝
フ
レ
イ

ル

〟
と
い
う
訳
語
に
統
一
し

た
、
比
較
的
新
し
い
概
念
で
す
。

　

こ
れ
は
身
体
的
側
面
の
み
な

ら
ず
、
精
神
心
理
的
、
社
会
的

側
面
も
含
む
、
多
面
性
の
あ
る

概
念
で
す
（
図
２
）。

撮影の時だけマスクを外しました

図１

Fried の５要素 評価方法

体重減少 ６ヵ月で２～３㎏以上の体重減少

筋力低下 握力：男性 26㎏未満・女性 18㎏未満

易疲労 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

動作緩慢 歩行速度　1.0m/ 秒未満

活動性低下 軽い運動、体操をしていない　かつ
定期的な運動、スポーツをしていない

Fried の５要素に基づいたフレイルの判定基準（日本版CHS基準）

３項目以上満たす場合フレイルと判定　１～２項目はプレフレイル

・低栄養
・口腔機能低下
・運動器障害
（ロコモティブシンドローム）

身体的フレイル

精神･心理的フレイル
・MCI
・うつ
・認知症

・
・
・

社会的フレイル
・閉じこもり
・孤立
・孤食

・
・
・

ADL 低下
生活機能障害

骨（骨粗鬆症）

関節（変形性関節症）

筋（サルコペニア）
低栄養

体重減少

易疲労性活力の低下

筋力の低下

加齢
慢性的な疾患

活動量の低下
社会的交流の減少

身体機能の低下
歩行スピードの低下

認知機能の低下

基礎代謝量の低下

食欲の低下
摂取量の低下

エネルギー消費量
の低下

サルコペニア
（筋力・筋肉量の減少）

フレイル
サイクル

　

身
体
的
フ
レ
イ
ル
の
評
価
法

の
代
表
的
な
一
つ
が
、
以
下
に

挙
げ
る
日
本
版
Ｃ
Ｈ
Ｓ
基
準
で

す
。
精
神
心
理
的
フ
レ
イ
ル
は

意
欲
や
認
知
面
に
関
係
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
的
フ
レ
イ

ル
は
、
独
居
、
外
出
頻
度
、
友

人
の
訪
問
、
家
族
と
の
接
触
な

ど
に
関
係
し
て
い
ま
す
が
、
内

容
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
２
つ
に
は
、
身

体
的
フ
レ
イ
ル
ほ
ど
の
し
っ
か

り
し
た
評
価
法
を
提
示
す
る
の

は
困
難
な
よ
う
で
す
。
提
案
さ

れ
た
評
価
法
の
中
に
は
、
認
知

面
や
う
つ
傾
向
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
の
妥
当
性
に
疑
問
が
残

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
発
症
に
は
多
く

の
因
子
が
関
与
し
ま
す
。
①
生

活
習
慣
（
偏
っ
た
食
事
、
特
に

た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
不
足
、
運

動
不
足
な
ど
身
体
活
動
性
の
低

下
）、
②
身
体
的
因
子
（
全
身

の
疼
痛
、
難
聴
、〝
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
（
多
剤
併
用
）
〟、
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
な
ど
）、
③
心

理
的
因
子
（
抑
う
つ
、
意
欲
低

下
、
無
気
力
、
無
関
心
な
ど
）、

④
環
境
因
子
（
配
偶
者
の
フ
レ

イ
ル
な
ど
）、⑤
各
種
疾
患
（
糖

尿
病
、
慢
性
腎
臓
病
、
肥
満
や

心
血
管
疾
患
な
ど
）、
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
の
３
側
面

は
互
い
に
関
連
し
て
お
り
、
悪

循
環
に
陥
り
や
す
い
リ
ス
ク
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が

必
要
で
す
（
図
３ 

フ
レ
イ
ル

サ
イ
ク
ル
）。
フ
レ
イ
ル
予
防
、

フ
レ
イ
ル
か
ら
の
回
復
に
は
、

運
動
、
栄
養
、
社
会
参
加
が
大

切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

整
形
外
科　

大
井
康
二 

医
師

図２

図３ フレイルサイクル

初めての胃カメラ
先生、看護師さんありがとうございました！
　２月中旬に胃がん検診を受けたＥさんか
ら、その時担当した職員の対応に感激し「ふ
れあい」に載せて欲しいと、以下のメモが渡
されましたので紹介します。
　基金健診と胃がん検診を受けようと思い受
付に行くと「80歳になったら胃カメラです
ね」と言われた。
　問診の胃カメラ担当の看護師さんが親切に
対応してくれましたが、初めての胃カメラで
ドキドキしながら検査室に行くと、担当の看
護師さんが「ベットに横になって下さい、５
分で終わりますからね」とそばに付き添って
くれ、終わりまで背中をさすってくれました。
（こどものころに帰ったようでした。）
　担当してくれた先生もやさしくカメラを飲
むときは「上手！上手！いま十二指腸の所で
す。ホラ胃の中はきれいですね。ハイ終わり
ます」検査前はドキドキしていた私もホッと
するとともに、先生や看護師さんの対応に癒
されたひと時でした。
　早期発見、早期治療、みなさんガン検診を
受けましょう！

馬
込
霊
園
の「
梅
園
」か
ら
春
を
見
つ
け
に
！

　
　

春
風
に
誘
わ
れ
て
19
名
が
参
加
丸山地区

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園　

入
会
１
名

ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
で
合
唱
松 が 丘
地 区

ピ
エ
ロ
作
り
に
続
い
て
、

お
ひ
な
様
を
作
成　

手
作
り
会
大 穴 ・
三咲地区


